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（前号：８月号 ２・３ページグラビア参照）
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　少年消防クラブの育成支援は、将来の

消防防災を担う人づくりとしても重要で

す。そこで、本年７月、ＣＴＩＦ（ヨー

ロッパ各国を中心とする国際消防救助組

織：日本も参加）が、ポーランドで開催

の青少年消防オリンピックに日本からも

少年消防クラブメンバーを派遣しまし

た。

　日本選手団は、我が国の４つの少年消

防クラブメンバー20人、指導者４人及び

当協会職員６人の総勢30人の参加でし

た。

　７月19日（日）に成田空港を出発し、

開会式が行われる20日（月）に全員が

揃ってオポーレ大学の宿舎に入ることが

できました。

　このオリンピック大会は、各国対抗の

消防競技（消防障害物競技と400ｍ障害リ

レー）と各国参加の交流イベント（日本

ブースの展示やお国自慢大会、ゲームオ

リンピック）などです。20日（月）夕方

に開催された開会式には、23か国の少年

消防クラブが参列し、参加した少年消防

クラブメンバーだけでも600人を超え、壮

観な雰囲気の中、大会主催者挨拶として

登壇したエリクソンＣＴＩＦ総裁から特

に日本チームに対して歓迎の言葉をいた

だき、感激しました。

　この日の夕方から23か国による伝統文

化の展示会が２日間の日程で開催されま

した。日本ブースでは「鶴」や「兜」な

どの「折り紙」や「うちわ」の配布を行

いましたが、これが大人気になり大勢の

方々が「コンニチハ、ニッポン」と片言

の日本語を話しながら押し寄せて大盛況

でした。最初は尻込みしていた日本の少

年消防クラブメンバーも、すぐに溶け込

んで諸外国のメンバーと一緒に写真を

撮ったり、お互いに記念品を交換したり

して交流を深めました。

　23日（木）の本大会を控えて、翌21日

から本格的な消防競技の練習を重ねまし

た。消防競技のひとつである400ｍ障害リ

レーでは、２ｍの壁越えがあり、バトン

は筒先、消防ホースや消火器を持って走

る区間かあるなど消防の動作を取り入れ

た競技ですが、練習といえども審判団が

付いており、本番さながらの練習でし

た。日本チームにとって、初めての経験

であったことから、ＣＴＩＦの審判団か

ら、練習終了後に日本チームにだけ特別

にご指導をいただきました。感謝とお礼

を申し上げた時「そんな心配はいらな

い。当然のことだ」と言われた時、国は

違っていても消防人のハートの熱さは日

本の消防人と同じであることを全員で痛

感し感激しました。

　23日(木)の本大会当日、当協会の秋本

敏文会長を応援団長とする応援団25人

が、はるばる日本から応援に駆け付けて

くれて、出場を控え緊張する日本チーム

メンバーに激励の言葉をいただきまし

た。不慣れなヨーロッパ仕様の消防資機

材が使われる中、日本チームは大健闘

し、大会会場の観客から驚きの声があが

りました。

　24日（金）は参加各国が歌や踊りを披

露する「お国自慢大会」が開催され、日
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本チームは「阿波踊り」を披露しました

が、沢山の地域住民や各国の参加者から

称賛の嵐を浴びました。

　大会期間中、一つのことを３か国語で

説明を受けるという環境下において、日

本の少年消防クラブメンバーは本当に頑

張ってくれました。

　少年消防クラブメンバー一人ひとりの

人生において、決して忘れることのでき

ない大きな思い出になったと思います。

そして、それは同時に、これからの日本

の少年消防クラブ、消防の益々の発展に

つながってくるものと思います。

〇日本から参加した少年消防クラブ

　・埼玉県三郷市　 三郷市少年消防クラブ

　・東京都日野市　 日野消防少年団

　・徳島県鳴門市　 うずしお少年少女消防クラブ

　・沖縄県伊平屋村 伊平屋村少年消防クラブ

〇日本チームの総合成績

　参加23か国、45チーム中

　・ＪＡＰＡＮ１：26位

　・ＪＡＰＡＮ２：32位

〇上位入賞チーム

　１位：ポーランド　２位：オーストリア

　３位：イタリア

（注）日本チームの活躍は日本消防協会ホームページに掲載
　　　しています。
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　初めての少年消防クラブ全国交流会が総

務省消防庁主催により８月５日（水）～７

日（金）の３日間、徳島県で開催され、北

海道から鹿児島までの20都道府県の45少年

消防クラブ、クラブ員247名、指導者71名が

参加しました。

　この交流会は、将来の地域防災の担い手

（消防団等）の育成を図るため、消防の実

践的な活動を取り入れた訓練等を通じて他

地域の少年消防クラブと交流を深める目的

で開催され、開催に当たっては、徳島県、

（一財）日本防火・防災協会、（公財）日

本消防協会、（公財）徳島県消防協会が協

力しました。

　１日目は徳島市内のホテルに集合し、事

務局より交流会のスケジュール及び注意事

項等の説明が行われました。夕食会では、

各参加クラブから自己紹介がありその後

は、徳島県阿波踊り協会所属の「娯茶平連

」による阿波踊りが披露され、クラブ員全

員も「娯茶平連」の皆さんの指導を受け阿

波踊りで親睦を深めました。

　２日目はいよいよ合同訓練です。

　徳島県消防学校を会場に、ヨーロッパで

行われている青少年消防オリンピックでの

競技を取り入れたクラブ対抗競技による合

同訓練が行われました。

　クラブ対抗リレーでは、消防ホースの筒

先をバトン代わりに、リレーをしながらア

ンカーがゴールラインを通過して筒先を置

くまでのタイムを競いました。

　クラブ対抗障害物競争では、直線65ｍ

コースに置かれた障害物をクリアしなが

ら、二重巻きホースを延長し結索を行った

後、終了報告位置に整列するまでのタイム

を競いました。
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